
議会だよりは、議員の活動や定例会の経過と結果を中心に、年４回（５月・８月・11 月・２月）発行。区長さんを通じて全世帯に配布します。
パソコンやスマートフォンからご覧になりたい方は “ みなのまち議会だより ” で検索してください。

み〜なも
行ってみたいな〜

み〜な

近年写真愛好家の間でにわかに人気スポッ
トになった桜ヶ谷からの雲海。雲が晴れる
と秩父盆地が一望できます。ぜひ桜ヶ谷に
登ってみてください。

写真提供　関根伊佐男氏

P.5町に聞きました
　5 名の議員が一般質問

平成 28 年９月定例会
2016 年 11月 1 日 発 行

第19号
埼玉県皆野町議会

P.8

 秩父地域の今後の暮らしのために           

９月定例会 議会はここに注目！

 平成27年度主な事業
P.2 「桜ヶ谷からの雲海」

秩父広域市町村圏組合議会
からの報告
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

９
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

※１万円未満は端数処理をしているため、合計金額が一致しない場合があります。

平成 27 年度歳入歳出決算額
会　計　名 歳　　入 歳　　出 差引残額

一 般 会 計 44 億　  77 万円 41 億 9457 万円 ２億　619 万円
国 民 健 康 保
険 特 別 会 計 16 億1862 万円 15 億 6133 万円 5728 万円
介 護 保 険
特 別 会 計  10億4272 万円 ９億 3913 万円 1 億　358 万円
後 期 高 齢 者 医
療 特 別 会 計  １億1869 万円 １億 1832 万円 37万円

合 計 71 億 8081万円 68 億 1337 万円 3 億 6744 万円

　
皆
野
町
議
会
第
３
回
定
例
会
は
９
月
13
日
か
ら
14
日
ま
で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　
平
成
27
年
度
一
般
会
計
決
算
認
定
な
ど
町
長
提
出
議
案
９
件
（
認
定
４

件
、
議
案
５
件
）
を
審
議
し
ま
し
た
（
審
議
結
果
は
４
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
）。
町
政
に
対
す
る
一
般
質
問
は
５
名
の
議
員
が
登
壇
し
、
活
発
な

議
論
を
行
い
ま
し
た
。

平
成
27
年
度
決
算
を
認
定

44
億　
　
　

77
万
円

41
億
９
４
５
７
万
円

一般
会計
歳
入

歳
出

１１６０万円

林道浦山線開設工事 （農林水産業費）

４９２１万円
学童保育所新設工事 （民生費）

　　皆野学童保育所　　　　　　　　　　

平成27年度
　　主な事業
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質
疑

地
域
乗
合
バ
ス
路
線
確
保
対

策
に
つ
い
て
、
西
武
バ
ス
の
利
用
者

が
少
な
い
状
況
で
町
の
持
ち
出
し
も

多
く
、
違
っ
た
形
の
交
通
手
段
を
考

え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
。

答
弁

バ
ス
路
線
確
保
対
策
費
と
し

て
、
県
補
助
金
、
国
か
ら
の
特
別
交

付
税
を
受
け
て
い
ま
す
。
あ
る
も
の

を
な
く
す
の
は
難
し
い
も
の
が
あ
り

ま
す
。
当
分
は
現
状
で
い
き
た
い
。

質
疑
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
登
録
申
請
に

つ
い
て
、
町
民
の
登
録
申
請
状
況
は

ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答
弁
８
月
31
日
現
在
、
８
１
１
件

（
８
％
）
の
人
が
申
請
し
て
い
ま
す
。

質
疑

温
水
プ
ー
ル
、
長
生
荘
、
水
と

緑
の
ふ
れ
あ
い
館
、
そ
れ
ぞ
れ
町
の

持
ち
出
し
が
多
額
に
あ
る
事
業
に
つ

い
て
ど
の
よ
う
に
感
じ
る
か
、
監
査

委
員
の
見
解
を
お
聞
き
し
た
い
。

【
意
見
】
３
件
の
事
業
に
つ
い
て
、
大

き
な
持
ち
出
し
金
額
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
ら
の
施
設
が
な
か
っ
た
ら
ど
う

こ
こ
を
聞
く
！

決
算
に
関
す
る
主
な
質
疑

な
の
か
を
考
え
た
と
き
、
町
と
し
て

町
民
に
提
供
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

政
策
的
な
観
点
か
ら
こ
の
よ
う
な
施

設
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

質
疑

高
齢
者
外
出
支
援
タ
ク
シ
ー

に
つ
い
て
、
利
用
者
を
ふ
や
す
た
め

に
、
も
っ
と
安
く
利
用
で
き
る
こ
と

や
町
外
へ
の
利
用
拡
大
な
ど
、
今
後

の
方
向
性
を
伺
い
ま
す
。

答
弁

当
面
は
２
分
の
１
の
負
担
を

お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。
対
象
年
齢

な
ど
の
拡
大
に
つ
い
て
は
現
在
考
え

て
い
ま
せ
ん
。

質
疑

町
民
税
の
個
人
滞
納
が
年
々

ふ
え
て
お
り
、
今
年
度
は
１
７
１
２

万
円
に
上
っ
て
い
ま
す
が
、
請
求
は

ど
の
よ
う
に
し
て
い
ま
す
か
。

答
弁
請
求
は
督
促
状
を
発
送
、
納
付

が
な
い
場
合
は
催
告
書
を
送
付
し
ま

す
。
一
斉
催
告
書
は
年
５
回
発
送
し
ま

す
。
そ
の
後
、
税
ご
と
に
随
時
請
求
し

ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
訪
問
等
個
別

に
対
応
し
て
い
ま
す
。

み〜な

３５６４万円

３６１４万円

第４分団（金沢）詰所建設工事 （消防費）

第５分団（三沢）詰所建設工事 （消防費）

質
疑

文
化
財
収
蔵
庫
改
修
工
事
費

６
５
８
万
円
が
補
正
計
上
さ
れ
て
い

ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
工
事
で
す
か
。

答
弁

当
初
予
算
と
合
わ
せ
て
１
１

５
５
万
円
の
予
算
で
文
化
財
収
蔵
庫

の
屋
根
の
下
地
替
え
と
瓦
の
葺
き
替

え
・
風
除
室
工
事
、
電
気
工
事
及
び

除
湿
機
２
台
の
設
置
を
行
い
ま
す
。

質
疑

前
原
の
不
整
合
案
内
看
板
作

成
費
40
万
円
、
同
駐
車
場
整
備
で
１

１
０
万
円
計
上
さ
れ
て
い
る
が
、
ど

の
よ
う
に
さ
れ
る
の
か
。

答
弁

近
く
の
土
地
を
借
り
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
の
で
、
砂
利
を
敷
き
、

平
成
28
年
度  

一
般
会
計
補
正
予
算
に
関
す
る
主
な
質
疑

川
側
に
高
さ
１・１
ｍ
、
長
さ
約
30
ｍ

の
転
落
防
止
策
を
設
置
し
、
出
入
口

付
近
（
県
道
側
）
に
看
板
を
つ
く
る

予
定
で
す
。

質
疑

介
護
ロ
ボ
ッ
ト
導
入
支
援
事

業
で
92
万
７
０
０
０
円
が
計
上
さ
れ

て
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
な
も
の
な

の
で
す
か
。

答
弁

国
か
ら
補
助
金
を
い
た
だ

き
、
今
回
は
そ
れ
を
介
護
施
設
悠
う

湯
ホ
ー
ム
に
お
渡
し
し
、
介
護
す
る

人
の
腰
に
つ
け
、
介
護
の
作
業
を
軽

減
す
る
機
械
（
１
台
約
１
５
０
万
円
）

の
購
入
費
に
充
て
て
も
ら
い
ま
す
。

第５分団消防団詰所

第４分団消防団詰所

 平成 28 年　第３回（９月）定例会
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町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

９
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

平成28年第３回定例会で審議された議案 審議結果

平成27年度皆野町一般会計歳入歳出決算認定について 認 定

平成27年度皆野町国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

平成27年度皆野町介護保険特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

平成27年度皆野町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について 認 定

地方自治法第 96 条第 2 項の規定による議会の議決すべき事件に関する条例の一部を改正
する条例の制定について 原案可決

小型動力消防ポンプ付普通積載車購入契約の締結について 原案可決

平成28年度皆野町一般会計補正予算（第 2 号） 原案可決

平成28年度皆野町国民健康保険特別会計補正予算（第 1号） 原案可決

平成28年度皆野町介護保険特別会計補正予算（第 1号） 原案可決

町
長
提
出
議
案

　消防団第２分団（国神）の消防車両を更新するための契約を議決しました。

○契約目的　小型動力消防ポンプ付普通積載車購入

○契約金額　１１１２万２０５６円

○契約業者　埼玉消防機械（株）

質疑 指名競争入札に指名した業者数は。また、今
回の車両はオートマチック車を選定していますが、
どのような決断がありましたか。

答弁 ７社を指名しました。今回オートマチック車
とした理由は、車の大きさ・重量など小型となるこ
とからオートマチック車を採用しました。

小型動力消防ポンプ付普通積載車
　　　　購入契約の締結について

可
決

一般会計と特別会計ってなに？

※写真と同種の車両です。
　装備品など、異なるところがあります。

み〜な

国や地方公共団体の会計は、大きく一般会計と特別会計に分けることができま
す。教育や福祉、土木など基本的な行政運営の経費をまかなうものが一般会計
です。それとは別に、公共料金や利用料など独自の収入があるものが特別会計
です。特別会計は、公立病院や下水道、国民健康保険などの事業を担います。



平
成
28
年
11
月
１
日
発
行

5

小こ
す
ぎ
し
ゅ
う
い
ち

杉
修
一 

議
員
が
問
う

防
火
水
槽
の
漏
水
対
策
等
に

つ
い
て

防
火
水
槽
の
多
く
で
、
漏
水

に
よ
り
水
量
が
か
な
り
不
足

し
て
い
る
状
況
に
あ
る
旨
、
熱
意
あ

る
地
元
の
消
防
団
員
の
方
か
ら
伺
っ

た
が
、
調
査
と
対
策
を
お
願
い
し
た

い
。
ま
た
、
皆
野
病
院
東
側
の
防
火

水
槽
が
地
権
者
の
方
か
ら
移
転
を
求

め
ら
れ
て
い
る
件
の
見
解
を
お
聞
き

し
た
い
。多

数
の
防
火
水
槽
が
漏
水
し

て
い
る
状
況
は
、
確
認
し
て

い
ま
す
。

　

消
防
団
員
の
方
た
ち
に
給
水
車
や

消
火
栓
か
ら
補
水
し
て
も
ら
う
形
で

や
っ
て
い
ま
す
が
、
消
火
栓
を
開
け

る
と
近
隣
の
水
道
水
に
影
響
が
出
る

の
で
難
し
い
と
こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。

　

漏
水
し
て
い
る
防
火
水
槽
は
補
修

を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
ま
た
、
皆
野
病
院
東
側
の
防
火
水

槽
の
問
題
は
地
域
で
の
解
決
を
期
待

し
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
よ
い
方
向

を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

県
の
空
き
家
対
策
マ
ニ
ュ
ア

ル
に
よ
り
、
町
内
の
空
き
家

の
調
査
が
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
す

が
、
そ
の
状
況
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
に
基
づ
い
て
劣
悪
な
状
況
で
町

の
イ
メ
ー
ジ
ダ
ウ
ン
に
な
る
よ
う
な

空
き
家
を
な
く
す
た
め
の
対
応
は
ど

う
や
っ
て
い
き
ま
す
か
。

　

ま
た
、
倒
壊
の
恐
れ
の
あ
る
ブ

ロ
ッ
ク
塀
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
い

か
が
で
す
か
。

先
般
、
各
区
長
さ
ん
に
お
願

い
し
て
空
き
家
の
一
次
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
現

在
町
内
に
２
６
２
件
の
空
き
家
が
あ

り
ま
す
。

　

今
後
所
有
者
を
確
認
し
、
し
っ
か

り
管
理
を
お
願
い
し
て
い
き
ま
す
。

ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
危
険
な
も
の
に
つ
い

て
は
早
急
に
対
応
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

小杉修一 議員
1.防火水槽に水がない現状の確認と消火栓の推進	
				について
2.皆野町のイメージアップと空き家対策について

	 林　太平 議員
1.皆野スポーツ公園野球場管理について	

常山知子 議員
1.皆野町水と緑のふれあい館について
2.太陽光発電について
3.皆野幼稚園の預かり保育について

	 四方田 実 議員
1.児童、生徒の通学時の安全対策について
2.不審者情報の把握と町民への周知方法について
3.児童生徒の携帯電話やスマホの所持について

内海勝男 議員
1.防災計画と対策について
2.放課後児童施設の増設について

９月定例会では、町民を代表して５名の議員が質問を行いました

一 般 質 問 項 目

み〜な

今回の一般質問は全11項目。

傍聴もできますので

お気軽にお越しください。

個
こ こ

々の議
ぎいん

員が、行
ぎょうせいぜんぱん

政全般にわたり、事
じぎょう

業の進
すす

み具
ぐあい

合や将
しょうらい

来の施
しさく

策について、自
じぶん

分の政
せいさくていげん

策提言も含
ふく

めて町
まちしっこうがわ

執行側に考
かんが

えを聞
き

くものです。本
ほんかいぎ

会議で一
いっぱんしつもん

般質問をしたい議
ぎいん

員は「これについて聞
き

きます」
ということを記

しる

した「一
いっぱんしつもんつうこくしょ

般質問通告書」をあらかじめ提
ていしゅつ

出しておきます。

一
いっぱんしつもん

般質問とは
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今
年
４
月
～
８
月
の
利
用
者

数
は
、
昨
年
同
期
と
比
べ
て

ど
の
よ
う
な
状
況
で
す
か
。

前
年
よ
り
２
１
５
４
人
の
減

少
で
す
。

こ
の
結
果
を
ど
う
受
け
と
め

ま
す
か
。

料
金
改
定
と
食
堂
部
門
の
廃

止
に
よ
る
も
の
と
考
え
ま
す
。

食
堂
の
再
開
を
検
討
し
、
利

用
料
金
を
、
５
０
０
円
に
戻

し
て
い
た
だ
き
た
い
。

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
と

協
議
し
て
み
た
い
と
思
い
ま

す
。

町
内
の
人
は
料
金
を
安
く
す

る
。
元
日
野
沢
観
光
組
合
の

車
を
借
り
て
、
町
内
を
回
り
利
用
者

を
運
ぶ
。
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
利
用
。

わ
く
ワ
ク
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
利
用
で

本
気
で
利
用
者
を
ふ
や
す
努
力
を
し

て
い
た
だ
き
た
い
。

シ
ル
バ
ー
に
お
い
て
は
、
客

の
心
を
つ
か
む
よ
う
な
新
た

な
視
点
で
取
り
組
み
を
積
極
的
に

や
っ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

太
陽
光
発
電
に
つ
い
て

現
在
、
登
谷
山
牧
場
付
近
で

は
、
太
陽
光
パ
ネ
ル
の
設
置

の
た
め
山
の
木
が
切
り
倒
さ
れ
、
土

砂
災
害
の
危
険
が
心
配
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
開
発
に
、

町
は
ノ
ー
タ
ッ
チ
で
よ
い
の
か
、
も

し
災
害
な
ど
が
発
生
し
た
と
き
、
町

は
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
い
く
の

か
。
住
民
の
安
全
安
心
、
自
然
を
守

る
た
め
に
も
、
早
急
に
規
制
を
つ
く

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

太
陽
光
発
電
は
、
国
が
推
進

し
て
い
る
制
度
で
あ
る
こ
と
、

所
有
権
、
利
用
権
の
規
制
に
か
か
わ

る
こ
と
に
な
る
の
で
、
条
例
等
の
場

所
規
制
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
今
後
、

県
や
他
市
町
村
の
動
向
を
見
極
め
な

が
ら
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

常つ
ね
や
ま
と
も
こ

山
知
子 

議
員
が
問
う

皆
野
町「
水
と
緑
の
ふ
れ
あ
い
館
」

に
つ
い
て

皆
野
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の
野

球
場
は
草
が
生
え
、
外
野

は
さ
ら
に
ひ
ど
い
状
況
で
す
。
野

球
場
の
管
理
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
る
の
で
す
か
。

皆
野
ス
ポ
ー
ツ
公
園
は
平
成

15
年
３
月
に
竣
工
し
、
野
球

場
は
年
間
延
べ
７
０
０
０
人
を
超
え

る
方
に
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　
皆
野
町
野
球
連
盟
・
中
学
校
野
球

部
の
練
習
・
試
合
の
場
と
し
て
、
ま

た
町
外
ス
ポ
ー
ツ
団
体
の
夏
季
合
宿

の
施
設
と
し
て
も
利
用
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。
野
球
場
の
管
理
は
定
期
的

に
教
育
委
員
会
で
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
野
球
連
盟
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
除
草
作
業
も
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
野
球
場
を
利
用
す
る
町

内
の
関
係
団
体
に
も
ご
協
力
い
た
だ

き
、
除
草
の
委
託
に
つ
い
て
も
検
討

し
、
適
切
な
管
理
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

【
要
望
】
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
当
て
に

し
て
い
る
向
き
が
あ
る
よ
う
だ
が
、

13
年
も
経
っ
て
い
る
の
で
、こ
こ
で
、

土
の
入
れ
替
え
等
検
討
し
て
も
ら

い
た
い
。
除
草
剤
等
で
考
え
て
い

る
よ
う
だ
が
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
子

ど
も
も
使
用
す
る
の
で
除
草
剤
は

や
め
て
も
ら
い
た
い
。

 

林は
や
し　

太た
へ
い平 

議
員
が
問
う

皆
野
ス
ポ
ー
ツ
公
園
の

野
球
場
管
理
に
つ
い
て

皆野スタジアム

町
に
聞
き
ま
し
た
「
一
般
質
問
」

９
月
定
例
会　

  「
議
会
は
こ
こ
に
注
目
！
」

審
議
し
た
議
案
と
そ
の
結
果

一
いっぱんしつもん

般質問をする上
うえ

でのきまりごと
一
いっぱんしつもん

般質問は事
じぜん

前に出
だ

された（一
いっぱんしつもんつうこくしょ

般質問通告書）に沿
そ

って行
おこな

われ、その内
ないよう

容によって町
ちょうちょう

長・
教
きょういくちょう

育長はじめ担
たんとうかちょう

当課長が答
とうべん

弁します。質
しつもん

問の順
じゅんばん

番は通
つうこくしょ

告書の提
ていしゅつじゅん

出順で、皆
みなのまちぎかい

野町議会の場
ばあい

合、
議
ぎいんひ と り あ

員１人当たり質
しつもん

問・答
とうべん

弁を含
ふく

めて、60分
ぷん

です。



平
成
28
年
11
月
１
日
発
行

7

内う
ち
か
い
か
つ
お

海
勝
男 

議
員
が
問
う

—

土
砂
災
害
時
の
避
難
場
所 —

　

山
間
部
は
地
域
や
集
落
で
の
対
応
を

児
童
生
徒
の

安
全
安
心
に
つ
い
て

四よ

も

だ
方
田 

実み
の
る

議
員
が
問
う

昨
今
、
登
下
校
中
に
児
童
生

徒
が
犠
牲
と
な
る
交
通
事

故
、
不
審
者
に
よ
る
事
件
、
い
じ
め

に
よ
る
自
殺
や
殺
人
事
件
な
ど
、
悲

惨
な
事
故
・
事
件
が
多
発
し
て
い
ま

す
。
通
学
路
の
安
全
点
検
な
ど
、
ど

の
よ
う
に
対
策
を
講
じ
て
い
ま
す

か
。

町
内
す
べ
て
の
小
中
学
校
で

は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
と
連
携
し
安
全

点
検
を
行
い
、
児
童
生
徒
保
護
者
に

情
報
を
提
供
し
、
登
下
校
時
に
は
、

教
師
に
よ
る
安
全
管
理
指
導
、
学
校

安
全
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
協
力
に
よ
る

指
導
、
秩
父
警
察
署
の
協
力
に
よ
る

交
通
安
全
教
室
を
行
っ
て
い
ま
す
。

不
審
者
情
報
の
把
握
と
町
民

へ
の
周
知
方
法
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
ま
す
か
。

各
学
校
・
教
育
委
員
会
・
教

育
事
務
所
で
情
報
を
相
互
に

提
供
し
合
い
共
有
し
、
保
護
者
へ
情

報
提
供
を
し
ま
す
。
さ
ら
に
重
要
な

情
報
は
、
警
察
署
へ
情
報
提
供
す
る

と
と
も
に
総
務
課
を
通
じ
て
防
災
行

政
無
線
で
周
知
し
ま
す
。

児
童
生
徒
の
携
帯
電
話
・
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の
所
持
率
、

そ
の
使
い
方
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
中

学
３
年
生
49
％
、
２
年
生
22

％
、
１
年
生
38
％
、
小
学
校
６
年
生

35
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

学
校
へ
の
持
ち
込
み
は
禁
止
と

な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
使
い
方

ル
ー
ル
づ
く
り
な
ど
保
護
者
へ
の
啓

発
活
動
、
児
童
生
徒
へ
は
危
険
性
に

つ
い
て
学
ぶ
授
業
な
ど
を
行
っ
て
い

ま
す
。

「
土
砂
災
害
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ

プ—

保
存
版—

」
が
各
世

帯
に
配
布
さ
れ
て
い
る
。

①
今
回
の
「
地
域
防
災
計
画
」
の
主

な
改
定
内
容
に
つ
い
て
。

②
避
難
勧
告
・
避
難
指
示
等
の
伝
達

方
法
に
つ
い
て
「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

で
は
「
防
災
行
政
無
線
や
広
報
車
な

ど
」
と
な
っ
て
い
る
が
「
メ
ー
ル
配

信
」等
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。ま
た
、

防
災
行
政
無
線
は
、
暴
風
雨
時
「
聞

き
取
れ
な
い
」
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

区
長
や
自
主
防
災
関
係
者
で
「
個
別

受
信
機
」
を
希
望
す
る
方
に
貸
与
す

る
な
ど
の
改
善
を
図
る
べ
き
と
思
う

が
。

③
避
難
場
所
の
指
定
に
つ
い
て
、
土

砂
災
害
時
に
お
け
る
「
避
難
所
」
が

日
野
沢
・
金
沢
地
区
に
は
あ
り
ま
せ

ん
。
両
地
区
に
限
ら
な
い
が
車
に
よ

る
避
難
が
想
定
さ
れ
る
し
、
夜
間
や

大
雨
中
で
の
移
動
は
、
倒
木
や
土
砂

災
害
等
に
巻
き
込
ま
れ
る
危
険
性
も

あ
る
。
地
域
の
公
会
堂
等
、
よ
り
身

近
な
所
で
の
避
難
場
所
の
確
保
に
つ

い
て
。

①
に
つ
い
て
、
埼
玉
県
地
域

防
災
計
画
や
各
種
法
令
等
と

の
整
合
性
を
図
り
、
平
成
23
年
３
月

の
「
東
日
本
大
震
災
」、
平
成
26
年

２
月
の
「
秩
父
地
域
大
雪
被
害
」
等

の
教
訓
を
反
映
し
た
改
定
。

②
に
つ
い
て
、「
ち
ち
ぶ
安
心
・
安
全

メ
ー
ル
」
と
し
て
配
信
し
て
い
る
。

今
後
、
メ
ー
ル
の
登
録
等
に
つ
い
て
、

積
極
的
に
周
知
し
て
い
き
た
い
。　

　

ま
た
、
個
別
受
信
機
の
貸
与
に
つ

い
て
、
在
庫
等
の
関
係
も
あ
り
検
討

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

③
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
や

集
落
で
「
ど
こ
が
一
番
安
全
か
」
普

段
か
ら
話
し
合
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
。

状
況
に
応
じ
て
判
断
を
し
な
く
て
は

と
思
っ
て
い
る
。

！学童注意！
通学路や生活道路などでは、スピード
を落として安全に走行しましょう。

皆野町は、平成27年に県から土砂災害警戒区域等の指定を受け、土砂災害の危険箇所等を記し
た「土砂災害ハザードマップ」を作成しました。家庭や職場、地域において危険箇所等を認識し、
いざというときの避難活動等に活用していただきたいと思います。
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　７月８日（金）、秩父広域市町村圏組合定例会が開
催されました。
　提出された議案は７件で、承認・原案可決・同意
されました。
主なものは次のとおりです。

　①秩父斎場条例について
　　平成29年４月から全面供用となる新火葬場の料	
	 金などが決議されました。

　②新火葬場椅子・テーブル等備品の購入契約	
	 の締	結について

　③秩父広域市町村圏組合監査委員の選任
　　荒船　功氏（秩父市）が選任されました。

　④秩父広域市町村圏組合公平委員の選任
　　浅見　雅夫氏（皆野町）が選任されました。

議員　若林光雄

平
成

28
年

９
月

定
例

会
2016

年
11月

1日
発

行

発行：埼玉県皆野町議会
編集：議会だより編集委員会
TEL 0494-62-1467　Fax 0494-62-2791
gikai@town.minano.saitama.jp
〒369-1492　埼玉県秩父郡皆野町大字皆野1420-1

委 員 長 小杉修一 　
副委員長 常山知子
委　　員 	新井達男・大澤金作
	 林　太平・大塚鉄也

議会だより編集委員会 「私たちが編集しています！」

第
19号

秩父広域市町村圏組合議会からの報告

み〜な

議会事務局へ
　　ファックス
　　　　　または

　　メールにて

gikai@town.minano.saitama.jp
0494-62-2791FAX

メール

傍聴、お待ちしています
	次の定例会は
12月中旬頃に
	開催される予定です。

秩父斎場
平成28年10月１日（土）より新火葬場で火葬
を開始しました。
火葬中にお待ちいただく待合棟は、秩父地域
産のスギ集成材を使用した木造です。繊細な
格子と太い柱、壁板など、目や手に触れる部
分にスギがふんだんに使われ、心安らぐ空間
に仕上がっています。

待合ホール

　最近皆野町のイベントは大にぎわいであり、町中で
観光客の方たちをよく見かけます。
　そこで皆さんの声を聞くと、「この町にはトイレがな
い？」でした。
　町の主なイベントは、美の山さくらマラソン、美の
山桜まつり、天空を彩るポピー、ハイキング、秩父音
頭まつり、等々ありますが、皆さんまず心配することは、
トイレだそうです。駅のトイレは利用客専用、バス発
着所のトイレは、町バス運行時間帯のみです。
　そこで困った方は矢尾さん、ヤマブさんで借りる方、
飲食店で低価格の品を頼み数人で借りる方、民家を訪
ねる方も多々いるようです。
　観光客の方は「町中にトイレのない町」
　町民の方の声「この状態はいつまで続くのだろうか？」
　　　　　　　　　　　　　　　　大塚　鉄也

議 員 雑 記
この町のトイレはどこ？

議会ホームページ
もご覧ください

第２回定例会開催（７月８日）

新火葬場の料金に関する議案など７件を審議
〜秩父地域の今後の暮らしのために〜


